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要　
　

望　
　

書

令
和
三
年
「
大
阪
府
母
子
家
庭
母
の
集
い
」
に
お
い
て
、
母
子

家
庭
及
び
寡
婦
福
祉
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
参
加
者
一
同
の

総
意
に
よ
り
次
の
事
項
を
決
議
し
、
そ
の
実
現
を
関
係
機
関
に
強

く
要
望
し
ま
す
。

《
府
・
市
町
村
へ
要
望
す
る
も
の
》

一
．
大
阪
府
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
親

子
の
健
康
が
自
立
の
基
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、
な
に
よ
り
も
将

来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
た
め
、
こ
の
制
度

の
現
行
要
件
を
維
持
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
所
得
要
件
に
つ

い
て
は
同
居
親
族
の
所
得
で
は
な
く
、
本
人
の
み
の
所
得
を
基

準
と
さ
れ
た
い
。

二
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
い
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
や
子
育
て
お
よ
び
教
育
に
対
し
て
支
障
や
格
差
が
出
な
い

よ
う
引
き
続
き
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

三
．
母
子
家
庭
の
母
等
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
就
業
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
自
治
体
や
地
元
企
業
で
正
規
雇

用
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
支
援
体
制
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

促
進
さ
れ
た
い
。

四
．
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
等
の
総

合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
最
も
重
要
な
役
割
を
担
う
た
め
、
常

時
き
め
細
か
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
勤
務
体
制
に
つ
い
て
特

別
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

五
．
母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
早
期
の
自
立
を
図
る
た
め
、

公
営
住
宅
等
へ
の
優
先
入
居
及
び
保
育
所
へ
の
優
先
入
所
を
確

実
な
も
の
に
さ
れ
た
い
。

六
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
が
安

心
し
て
子
育
て
と
就
業
の
両
立
が
出
来
る
よ
う
優
先
的
利
用
と

母
の
所
得
に
応
じ
て
利
用
料
金
が
減
免
さ
れ
る
な
ど
市
町
村
に

お
い
て
格
差
な
く
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

七
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
利
用
す
る
ひ

と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、
親
の
所
得
に
応
じ
て
利
用
料
金
の

軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

八
．
母
子
家
庭
の
母
等
の
雇
用
対
策
事
業
等
と
し
て
母
子
・
父
子

福
祉
団
体
が
運
営
す
る
公
共
施
設
内
等
の
売
店
や
自
動
販
売
機

の
設
置
に
つ
い
て
は
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

及
び
「
特
別
措
置
法
」
の
理
念
に
基
づ
き
許
可
さ
れ
た
い
。

《
国
へ
要
望
す
る
も
の
》

一
．
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
は
、
生
活
実
態
に
合
わ
せ
て

見
直
さ
れ
た
い
。

①
所
得
制
限
の
収
入
認
定
額
を
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
同
居
親
族

の
所
得
要
件
を
廃
止
さ
れ
た
い
。

②
子
ど
も
が
進
学
す
る
場
合
18
歳
到
達
後
の
年
度
末
か
ら
大
学
や

専
門
学
校
卒
業
時
ま
で
支
給
期
間
を
延
長
さ
れ
た
い
。

二
．「
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
雇
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
雇
用
率
の
制
度
化
や
地
元
民
間
事
業
者
へ
の
協
力
要
請
な

ど
、
積
極
的
に
正
規
雇
用
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

三
．
養
育
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
離
婚
当
事
者
へ
の
周
知
啓
発

の
強
化
や
、
国
に
よ
る
養
育
費
の
立
替
え
払
い
制
度
な
ど
を
創

設
さ
れ
た
い
。

四
．「
ひ
と
り
親
家
庭
及
び
寡
婦
の
医
療
費
助
成
制
度
」
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
額
や
助
成
内
容
が
居
住
地
に
か
か
わ
ら
ず
格

差
な
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
国
に
よ
る
新
た
な
助
成
制
度
を
創

設
さ
れ
た
い
。

　
　

令
和
三
年
九
月
十
五
日

　
　
　

大
阪
府
知
事
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社
会
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法
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大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

理
事
長　

滝
本　

美
津
代

７月24日（土）大阪
府立母子・父子福祉セ
ンターに於いて「令和
３年大阪府母子家庭母
の集い」を２年ぶりに
開催しました。今年は、
新型コロナウィルス感
染症拡大防止のため、参加者を会場定員数の半数以下に減らすなど、対策
を取りながらの開催となりました。保育は１名でした。

第１部では、各市町村から推薦された優良
母子家庭の母26名と永年勤続職員７名が理
事長表彰を受賞しました。その後、会員の子
ども２人が日頃の想い、感謝の気持ちまた将
来の夢を作文にして発表しました。
１部最後に、母子部代表者がひとり親家庭
や寡婦福祉の向上を図るため、府・市町村へ
また国へ要望する「決議案」を提案し、参加
者一同の賛同により採択されました。

第２部では、うえだライフマネジメントオフィス代表　植田　香代子氏
を講師に迎え、「子どもの教育資金についての家計管理講習会」の講演が
あり、会場の参加者は皆、熱心に聞き入っていました。
今年は、コロナ禍の中、集いを開催することができ、実りあるものとな
りました。そして、来年、通常での開催を願って、閉会となりました。

要 望
７月24日（土）「大阪府母子家庭母の集い」に於いて採択された
決議を要望書とし、９月15日（水）大阪府知事に提出しました。
当日は、松本福祉部長、永尾子ども室長、西島子育て支援課長、
他担当課に面会。連合会からは、滝本理事長、東屋母子部会長等５
名が出席し、ひとり親家庭の雇用について、大阪府からの民間企業
に対するひとり親家庭の雇用促進の啓発、そしてコロナ禍において

の子育て支援などについて要
望しました。詳細は右記のと
おり。
大阪府からは、「子どもた
ちのためにも、これらは大切
な事なので、地域母子会から
も各市町村へ声を挙げてくだ
さい」とのお言葉をいただき
ました。

令和３年大阪府母子家庭母の集い

１面　母子家庭母の
　　　集い
　　　要望書

２面　カーネーション
　　　旅行
　　　親支援講座

2021

（249号）

11月号

松本福祉部長に要望書を手渡す滝本理事長

決議案を提案する
箱田・八尾母子部代表（左から）

東屋母子部会長による開会の言葉

トピックス



８月１日（日）バス２台　定員半数の親子55名で２年ぶりの
カーネーション旅行へ出発しました。ワクワクした気持ちを抑え
車内は静かに淡路島へ向かいました。晴天にもかかわらず、少
し霞がかった明石海峡大橋を渡り、まず「花さじき」に入園しました。広大な土地にいろいろな花が咲き乱れ、
遠くまでの眺めがよく、大パノラマの景色は圧巻でした。芝生に寝転んだり、走り回ったり、出発後、初めて
子どもたちの大きな笑い声が聞こえてきました。
昼食後向かった「ニジゲンノモリ」では、アニメの世界を体感できるアトラクションがたくさんあり、今回

は挑戦したのは、人気アニメ「ナルト」です。入り口で受け取った巻物に
スタンプを押して進むミッションラリーでした。体を動かしながら進んで
いく、からくり立体迷路コースや、謎解きにチャレンジしながら進むコー
スもあり、親も子も汗だくになりながら必死で取り組んでいました。子ど
もたちは、制覇するともらえる特性のラバーブレスレットに大喜びで、そ
の楽しそうな笑顔や歓声に厳しい夏の暑さも忘れるほどでした。
帰りのバスでは恒例のビンゴゲーム大会をして旅行を締めくくりました。

令和３年度　ひとり親家庭　親と子の交流事業

「淡路島ニジゲンノモリ」「淡路島ニジゲンノモリ」

大阪府立母子・父子福祉センターでは、今年度初めて「親支援
講座」を４回開催する事となり、第１回を９月22日（水）梅田
阪急ビルオフィスタワービルに於いて行いました。参加者は４名
でした。
第１部は大阪ファミリー相談室から講師を迎え「離婚を考えた
時の基礎知識」として離婚の方法と離婚するときに決めておくこ
とを学びました。特に「養育費」「面会交流」「調停の活用」につ
いて、知っておくべき最近の動向を詳しく教えていただきました。
第２部では「ひとり親当事者の経験談の共有」を「ひとり親支
援協会」の当事者の方から、元夫とのかかわり方や気持ちをあり
のまま正直な思いを聞かせてもらい、続いて参加者が順番に思い
を話しました。
最後に講師から「どのような事も決してひとりで抱え込まない
で」とやさしく強い言葉をいただき、とても和やかに終了しました。

9
２２

8
１

大阪府離婚前後の親支援講座大阪府離婚前後の親支援講座
～子どもたちの健やかな成長のために～～子どもたちの健やかな成長のために～

　ＡＤＲ調停※（裁判外紛争解決手続き）
の事を知ることができて良かったです。
ひとり親家庭の子どもたちも元気に成長

できるように社会を変えていくことが出来
るといいです。Zoomではなくリアル開
催に参加できて大変良かったです。具体的
な詳しい内容をありがとうございました。

※ＡＤＲ機関等は、全国にいくつかあります。
　�「離婚　ADR　zoom」等で検索してみるとい
くつも出てきます。

１１

は
月

成
育
者
若
・
も
ど
子
府
阪
大

間
月
調
強
援
支

共同募金

赤い羽根募金
10月１日～12月31日

第１部 第２部

花さじきで全員集合

NARUTO＆BORUTO忍里

参加者の声


